
令和元年度事業報告 

 松阪市シルバー人材センターは、高齢者が健康で、意欲を持ち、その蓄積した経験や技術

を活かして地域社会の支え手となることにより、地域から信頼され魅力あるセンターをめざ

して事業を進めてきました。 

 また、シルバー人材センターの理念である「自主・自立・共働・共助」の理念を基に、第 

３次中期計画や令和元年度事業計画に基づき理事会、各委員会に諮りながら事業を推進しま

した。 

令和元年度の取り組みを◆組織体制の確立と財政基盤の強化 ◆安全就業・適正就業の推 

進 ◆普及啓発活動 ◆就業開拓の推進 ◆福祉家事援助サービス事業推進の視点から整理

すると次のとおりとなります。 

 

１．組織体制の発展と実績の概要について 

請負契約金額は４億７千万円（対前年プラス９百万円）で、その内公共事業は 31.3％、 

民間企業は 55.3％、一般家庭は 13.4％となっています。配分金は４億１千万円（対前年プ 

ラス８百万円）でした。 

また、シルバー派遣事業の契約高は、下表のとおり７，２３６万円で（対前年プラス  

１，５４６万円）となりました。 

派遣事業を含む契約金額では、昨年を約２千５百万円上回る５億４千３百万円となり、 

過去最高を記録しました。 

月別派遣事業実績表 

 派遣事業所数 就業実人員 就業延日人員 契約額（円） 

４月 １９ ７２ １，１３３ ５，１４６，７９１ 

５月 ２０ ８３ １，２６３ ６，０２０，１９４ 

６月 ２１ ８５ １，２４８ ５，９３６，７０４ 

７月 ２３ ９６ １，３３３ ６，３９３，１０７ 

８月 ２３ ８６ １，２３９ ５，８０１，１７２ 

９月 ２２ ８６ １，２６６ ５，６８８，１０２ 

１０月 ２２ ８２ １，２５２ ５，７７４，４８２ 

１１月 ２４ ９１ １，２８６ ６，０８１，８７３ 

１２月 ２３ ９１ １，４２１ ６，９４４，２４６ 

１月 ２２ ８９ １，３２８ ６，４９４，１６９ 

２月 ２２ ８９ １，３１６ ６，４３８，６５９ 

３月 ２０ ７９ １，２１４ ５，６４６，５２８ 

合計 ― ― １５，２９９ ７２，３６６，０２７ 

 

年度末会員数は、１，０２６名で昨年度末より１５名の増加となり、過去最高の会員 

数となりましたが、会員の高齢化はさらに進み平均年齢が７３歳となっています。６０ 

歳代の会員は全体の２６％にとどまり、逆に７５歳以上の会員は３４％を超えています。



６０歳代の会員の入会を促進することが喫緊の課題であり「会員募集」チラシを市内の 

公共施設に常置したり、地元ケーブルテレビに「会員募集」のＣＭを流しました。しか 

し、定年が７０歳まで延長された企業もあり６０歳代の会員増には至っていません。 

また、剪定など技能系会員の後継者を育成することも継続的な課題となっています。 

 

２．安全・適正就業の推進について 

  会員の安全就業については「安全はすべてに優先する」を機会あるたびに訴え、無事故

無災害を目標にしてきましたが、傷害事故については１６件と残念ながら昨年度を６件上

回る結果となりました。また、損害賠償事故については、９件と昨年度を４件下回りまし

たが、刈払い機の飛び石による車輛のガラス破損事故が減少せず、安全就業基準を遵守し

ていれば、ほとんどが防げた事故であり残念でなりません。 

  安全就業推進大会は、講師を招聘して「高齢者の交通事故防止」及び「シニアにおける 

 ケガとその予防」についての講演会を実施しました。１５７名の参加がありました。    

  また、安全な草刈作業を徹底するために刈払い機の操作講習会を２回に分けて実施し、

草刈り業務に携わる会員５０名が参加しました。 

適正就業の面では、就業分野が年々変化する状況下で、役職員・会員自らがもう一度シ

ルバー人材センターの理念・心得を再確認して、公平性を保ちながら地域社会に貢献する

ことが求められます。  

「適正就業推進基準に関する要綱」に基づいて、同一就業先での長期就業会員の交代措

置に平成２５年度より取り組んできました。本年度は「要綱」を議案書に掲載して共通理

解を図るとともに、交代措置を実施するなど是正において一定の成果を出すことができま

した。 

また全国シルバー人材センター事業協会から「適正就業ガイドライン」が示されたこと

を受け、適正な就業の観点から請負契約の見直しをして請負から派遣への切り替えを行い

ました。 

 

３．普及啓発活動の推進について  

 令和元年度のボランティア活動は下記のとおりです。 

月 日 実 施 場 所 活 動 内 容 参加者数 

10月 9日 老人介護施設 体操クラブの慰問 １１名 

10月 19日 
市営駐車場・松阪城址公園 

天白小学校跡地・宮前小学校 
除草・草刈り・剪定 ２８９名 

11月 12日 香肌小学校 草刈り・剪定 ４名 

11月 17日 シルバー事務所 ちびっこはうす「あそぼう会」 １１名 

 

シルバーの日と福祉家事ボランティア活動では会員数の３割を超える参加率となり、

平成３０年度と比較して５０名程の参加増になりました。 

定期的な入会説明会の開催（１２回/年）については、「新型コロナウィルス感染症」の

影響で３月の入会説明会は中止とし、１１回の実施となりましたが、入会希望者には個別



で対応してきました。 

しかし、「新型コロナウィルス感染症」の影響もあり、説明会参加者は全体として６９名

減となりました。 

 

    説明会参加者 入会者 退会者 年度末会員 

Ｈ27 〃   ２５６人  １７０人  １５３人 １，０１７人 

Ｈ28 〃   ２４７人  １４７人  １３９人 １，０２５人 

Ｈ29 〃   ２２６人  １５０人  １８３人 ９９２人 

Ｈ30 〃   ２７５人  １４９人  １３０人 １，０１１人 

Ｒ１ 〃   ２０６人  １５９人  １４４人 １，０２６人 

 

４．就業機会開拓の推進について 

    市広報紙、地方紙での会員募集の案内、「かもめーる」を活用した広報活動に加え、電 

柱や三交バス、センター公用車にも積極的に会員募集や就業開拓の広告掲載を展開しまし 

た。 

 また、地元ケーブルテレビにセンター紹介や会員募集ＣＭの制作を依頼し、そのＣＭを 

定期的に放映しました。 

 

５．福祉・家事援助サービスの推進について 

  お元気応援ポイント事業に代表される地域支援事業にも多くの会員が就業しました。 

  また、個人や高齢者家庭からの家事福祉援助サービスの注文も順調に増加しています。 

これらのニーズは今後も続くと思われ、事業継続のために講習会や研修会にも三重県シル 

バー人材センター連合会と連携しながら積極的に参加してきました。 


